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経 営 協 議 会 報

総務部総務企画課

○ 日 時 平成２３年３月１６日（水）経営協議会

審 議 事 項

(1）平成２３年度年度計画（案）について
大城副学長から，平成２３年度年度計画（案）について，資料に基づき説明があ

り，審議の結果，委員の意見を踏まえ，必要な修正を加えることとなった。また，
３月末に文部科学省へ提出するため，修正等については，学長に一任いただくこと
で了承された。
なお，審議に当たって，主に次のような意見交換があった。
・教職課程の全学的な運営体制の構築については，具体的にどうするのか。全学的な
運営体制が大事だと思うが，実際には大学の本質的な問題になり，現状の学部単位
では，非常にやりにくいのではないか。

・全学的な組織体制の再構築については，教員養成連絡協議会で指摘された諸問
題を分析して，どういう体制づくりをしたらいいかを検討していく。現段階では，
新たに学部を作っていくということまでは想定していないが，教職に関する科目
連携を行っている学部間の連携を取りながら，効果的な履修指導あるいはカリキ
ュラムを作っていくということを想定している。

・平成２３年度年度計画について，参考として出されている中期計画及び平成２２年
度計画と対比してみると，両年度の計画がほとんど同じだったり，文言を僅かに入
れ替えただけだったりと，中期計画に向けての継続性・発展性が見られない箇所が
多い。これでは平成２２年度は何もしなかったのか，という評価になりかねない。
平成２２年度の実施成果を踏まえて，２３年度はさらにこういう実施計画を立て，
中期計画・目標を達成しようとしていることが分かるような，そういう計画であっ
てほしいと思う。

・具体的な項目を記載することについては，策定委員会で委員からも指摘があっ
たが，膨大なものになるので，具体的なことはプロジェクトシートに年度計画と
して記載することにしている。なお，指摘のある事項については，精査してもう
一度見直しをしたい。

・学長の補佐体制の見直しについて，現状では，学長の補佐体制のどこに問題があ
るという認識を持っているのか。そして，補佐体制を見直す場合に，どこに重点
を置き，どのような反省の上で学長の補佐体制を確立していくのか。

・現在の理事・副学長の業務分担の連携強化のため，理事・副学長，学長補佐の
職務内容まで含めて見直しをしていく。

・学長が４年の任期を終えて，新しく２年の任期を再任されたこともあり，
理事・副学長，学長補佐その他も含め，学長をサポートしていく体制の見直しを
していきたい。

・琉球大学は沖縄県のための大学でもあり，地域貢献を充実させるためにも，広
報活動を充実させて欲しい。琉球大学からの広報発信が必ずしも十分でないと外
部から見ていて感じる。広報活動・情報発信の充実を補佐体制の中に入れて欲し
い。

・ホームページは改善したが，ご意見をしっかり受け止めて検討していきたい。

(2）「国立大学法人琉球大学料金規程」の改正（案）について
親川副学長から，「国立大学法人琉球大学料金規程」の改正（案）について，資料に

基づき説明があり，審議の結果，了承された。

(3) 平成２３年度年度計画予算案について
親川副学長から，平成２３年度年度計画予算案について，資料に基づき説明があり，

審議の結果，原案どおり了承された。

(4) 平成２３年度学内補正予算案について
親川副学長から，平成２３年度学内補正予算案について，資料に基づき説明があり，

審議の結果，原案どおり了承された。
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(5) 就業規則等の改正（案）について
井手副学長から，就業規則等の改正（案）について，資料に基づき説明があり，審

議の結果，原案どおり了承された。

(6) 経営協議会議事要旨等の学外への公開について
井手副学長から，経営協議会報及び関係資料の学外への公開について提案があり，

審議の結果，了承された。なお,公開にあたっては,個人情報の取扱いに留意すること
が確認された。

報 告 事 項

(1) 平成２１年度に係る業務の実績に関する評価結果について
新里副学長から，平成２１年度に係る業務の実績に関する評価結果について，資料

に基づき報告があった。

(2) 中期計画の変更について
大城副学長から，中期計画の変更について，資料に基づき報告があった。

(3) 平成２３年度政府予算案について
財務部長から，平成２３年度政府予算案について，資料に基づき報告があった。
引き続き，施設運営部長から，施設整備費概算要求について，資料に基づき報告が

あった。

(4) 次期沖縄振興計画について
大城副学長から，次期沖縄振興計画について，資料に基づき報告があった。
委員から，沖縄県における琉球大学の役割と責務が見えてこないため，沖縄県との交

渉を密にし，沖縄県と協力して次期沖縄振興計画がスムーズに達成出来るよう，琉球大
学がリーダーシップを発揮して取り組んでいただきたい旨発言があった。

また，大城副学長から，現在，琉球大学出身の沖縄県の幹部職員と意見交換を行って
おり，今後は琉球大学出身以外の幹部職員も交えた意見交換会を要望し，調整している
が，その中で沖縄県と琉球大学との連携を強化していきたい旨発言があった。

(5) 第１期中期目標・中期計画の達成状況の検証について
新里副学長から，第１期中期目標・中期計画の達成状況の検証について，資料に基

づき報告があった。

(6) その他
①平成２２年度第１回及び第２回経営協議会における外部委員による指摘事項等への
取組みについて

総務部長から，平成２２年度第１回及び第２回経営協議会における外部委員による指
摘事項等への本学の取組み状況について，資料に基づき報告があった。

そ の 他

委員から，主に次のような発言があった。
・卒業生及び卒業予定者の各種試験の結果及び就職状況について，毎年度書面で報告
してほしい。

・経済団体は沖縄県知事や幹部職員に接触する機会が多い。経済界から沖縄県に働き
かけることも可能であるため，琉球大学は経済界との接触も密にし，あらゆる角度
から積極的に琉球大学をアピールしていただきたい。そうすることで，学生の就職
率も上がると思われる。


